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角度可変型２検出器型カメラによる心筋ＳＰＥＣＴ
－３検出器型カメラとの比較一
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〔結果と考察〕
１）カメラの配列と収集カウント

ファントムを用い、２olTl,g9mTc-MIBIについ
て、各投影方向での心筋部カウントをその方向毎
にチャートとして図２に示した。ＲｐＯは2o1Tlで
99mTc-MIBIに比して約10％低値になった。
このデータを元に、心筋部のカウントの相対値

とカメラ配列の関係を表ｌに示した。ｌ検出器

360.収集を基準にすると、２，３検出器ではそ
れぞれ収集カウントが２，３倍になるが、１検出
器180.収集では同一時間で約1.2倍，２検出器直
交型で2.3～2.4倍となった。

２）ファントムおよび臨床例における収集法の比較
ファントムでのＴ３６０とDl80Lの心筋内分布

の比較を図３に示すが、下後壁のカウントが後者
で相対的に低値である。図４は99mTc-MIBIによ
る２つの収集法の比較の例である。前壁心尖寄り
の低値がDl80L収集で認められる。

これらの所見は、症例により、下壁と前壁の相
対的低値の程度が異なり、吸収と散乱の影響によ
り複雑に影響したが、１０％以下の変動であった。
３）アーチファクトに対する収集法の影響

体動アーチファクトによる影響について、収集
の3/4の時点で２画素左に身体を移動したと仮定
して作成したシミュレーションを図５に示した。

Ｓ180,D36qD180Lいずれも高集積と低下が出現
していることがわかる。Ｔ３６０では軽度のアーチ

ファクトが認められるものの、比較的アーチファ

クトが抑えられている。これは体動がl20o毎の

３方向に記録されるため、対側の投影像の正常像
を加算した場合に「平均化」されて、目立ちにく
くなるためと推定された2)。
３検出器360゜と180゜直交型の比較は収集カウ

ントによる統計的な差を除けば、基本的には360

度と180度収集の違いとして説明できる。
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〔はじめに〕
心筋SPECTのデータ収集法として、多検出器

型SPECTが広く用いられるようになっており、

筆者らも180度収集と360度収集の比較を検討して
きた')。従来のSPECT収集法に加えて、最近、
２検出器の角度可変型SPECTが利用できるよう
になったが、９０度回転で180度分のデータが得ら

れる（図’）。そこで、カメラの各配列法の基本
的特徴とファントムおよび臨床への応用、アーチ
ファクトに対する影響を検討した。

〔方法〕
１）カメラの配列と収集カウント

心筋ファントムの心筋部に99mTcを満たし、
心内腔に水を満たして､駆幹ファントム内におき、
360度収集を施行した。このデータより各投影方
向からの心筋部カウントを求めた。また、201Ｔｌ
および99ｍＴｃ心筋SPECTを360度収集で施行し

た各'0症例について、心筋部に関心領域をとり、
各投影方向における心筋カウントを計算した。こ
のデータを元に、１検出器360度収集[S360]およ

び180度収集[Sl80]’２検出器360度収集[D3601,
および'80度収集（カメラは直交で90度回転

[Dl80L])，３検出器360度収集[T360]の場合につ
いて、心筋部カウントを求めた。

２）ファントムおよび臨床例における収集法の比較
上記のファントムを用いて、実際にＴ３６０およ
びDl80Lで収集を行なった。機器は前者が東芝
ＧＣＡ9300Ａ/ＨＧ、後者がECAM-GMS5500UIで

ある。収集は64×64画素で同一収集時間とし１投
影像６度ステップとした。このデータを再構成
データの表示およびｐｏｌａｒｍａｐで比較した。臨
床例も同様に収集し、9300Ａでは円軌道、後者
では非円形軌道(NCO)に設定した。ＮＣＯでは赤
外線光源センサーにより近接回転を行なった。
３）アーチファクトに対する収集法の影響
体動によるアーチファクトは、カメラの個数と
配列により影響を受けることが予想される。そこ

で、上記の各種の収集法につき体動によるアーチ
ファクトをシミュレーションした。患者あるいは

ファントムの水平方向の移動距離を。とすると、

投影像に反映される見かけの移動距離ｄは。，＝

。、ｃｏｓ８で表わされる。ここでβはカメラの回転
角度で患者の後方をｏとした。また、垂直方向
は移動画素数を水平にシフトすることで得ること
ができる。
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▲図１１検出器および２検出器直交配列の180度
収集の比較

▲図２フアントムを用い、2olTL99mTc-MlBlの各
方向での心筋カウント

｜回転範囲時間Ｔｌ 麺団Tc-M[BｌＰｈ
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▲表１各種の収集法による心筋部カウント360度
１検出器を基準にした場合

▲図３フアントムによる心筋データ収集の360度収集

とカメラ直交型180度収集のpolarmap表示
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▲図４９gmTc-MlBlによる360度収集と90度直交型
180度収集

▲図５体動アーチファクトのシミュレーション
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